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機能恰も低下しているかの如き誤認を結果する恐れが

ある．

結 論

　金沢市に居住する健康成年男女を実験対象として，

腎クリアランスを測定し，次の如き結果を得た．

　1）季節的変化に．ついて

　糸球体濾過値は，夏は低く，冬は高値を示し，冬に

対する夏の減少率は，男・子1L6％，女子15．5％，平

．均13．3％であった．

　腎血漿流量も，夏は低く，冬は高値を示し，冬に．対

する夏の減少率は，男子11．2％，女子12．7％，平均

11．9％であった．

　腎血流量も同様，夏は低く，冬は高値を示し，冬に

対する夏の減少率は，男子11．7％，女子19．4％，平

均18．4％であった．

　濾過率については，春，夏，秋，冬のの間に有意の

差を示さなかった．

　ヘマトクリット値は，夏は低く，冬は高値を示し，

夏の冬に対する減少率は，男子8．1％，女子10．5％，

平均9．1％であった．

　血圧も同様，収縮期血圧，拡張期血圧，何れも夏低

く，冬高かつたが，その差は僅少でああった．

　2）年齢的変化に．ついて

　糸球体濾過値は，年齢と平行して減少し，20歳代を

100％とせば，60歳以上，男子73。3％，女子76・2％

となった．

　腎血漿流量も同様，年齢と平行して減少し，20歳代

を100％とせば，60歳以上，男子70．5％，女子70・3％

となった．

　腎血流量も腎血漿流量と同様であり，20歳代を100

％とせば，60歳以上男子71．2％，女子72。8％であっ

た．

　濾過率では，年齢との平行関係は殆んど認められな

かったが，多少年齢と共に上昇傾向を思わしめた．

　性差については，糸球体濾過値，腎血漿流量，腎血

流量，何れも各年齢層共，男子においてやや高値を示

したが有意の差は認められなかった．

第2編　チオ硫酸ソーダ及びフエノールズルホンフタレイン

　　　　　排泄試験と腎クリアランス試験との比較研究

　腎機能検査法も医学の他の分野に．おけると同様に飛

躍的な進歩を遂げ，殊にVan　Slyke，　Smith等の腎ク

リアランス法の応用により，腎の病態生理を一段と明

確に分析し得るようになった．しかしかかる方法は，

或る程度の設備，人員，技術，経験を必要とするため

に，広く臨床に普及して実施され難いうらみがある．

それ故現状において，特定の設備を要せず，比較的簡

単でしかも迅速に施行でき，よく腎の機能を反映し経

過予後の判定上好都合なものの必要性が痛感される所

以である．フエノールズルホンフタレイン排泄試験

（以下PSP排泄試験と略記す）もその一つであろう．

本試験は1910年Rountree　and　Geraphty　78）79）により

発表され，既に50年にならんとしている現在なお広く

臨床医家に応用され，腎疾患の診断，経過，予後判定

に賞用されている検査法である．

　PSPは血漿中では約80％血漿蛋白特にアルブミン

と結合し2），その排泄は6％が糸球体より94％が尿細

管より行われるものである．故に．本法は尿細管排泄機

能を表現するものである．PSP排泄試験のRowntree－

GeraPhty氏原法（1，2時間試験）78）79）は感度鈍く，

1933年Chapman一：Halsted氏変法80）が発表され，現

在では一般に後者が用いられている．

　一方，チオ硫酸ソーダ（以下STSと略記す）は

Gilman及びNewman等7）8）により糸球体濾過値測

定用として使用され得ることが発表され，STSは糸球

体のみから排泄され細尿管からは排泄も再吸収もなき

ことが判明したのである．然らばPSP排泄試験の際，

STSの同時注射によりSTS排泄試験を併せ行えば，

PSP排泄量は腎血漿流量を，　STS排泄量は糸球体濾

過値を反映し，PSP排泄試験単独よりも一層よく腎機

能を窺知し得るものとの考えより，腎クリアランス試

験と比較検討し，STS・PSP排泄試験併用の臨床的価

値を追求した．

実　験　方　法

　腎クリアランス測定は，第1編に報告せる通りFo義

and　Foa　21）の法に準じて1回静注法に．よった．糸球

体濾過値測定にはSTSクリアランスを，腎血漿流量

測定にはPAHクリアランスを用い，日本人標準体表

面積を1．48m2として換算補正し，腎血流量，濾過率

は型の如く計算により求めた．

　PSP排泄試験はChapman－Halsted氏変法80）に．よ
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り行い，これにSTS排泄試験を併用した．即ち

被検者に排尿せしめた後，水300～500ccを飲ま

しめ，30分後PSP注射液（第一製薬，1cc中6mg

含有）1．Occ及び50％STS注射液（東京田辺製

薬，ハイポン2号）2．Occを正確に静脈内に注射

し，注射後15分，30分，60分，120分に．夫々採尿

した．その際完全に排尿せしめるように．した．

PSP排泄量は油分三身を1000ccの有栓メスチリ

ンデルにとり，水を加えて1000ccとし栓をして

混和，その一部をとり，飽和苛性ソーダ1滴を加

え充分に呈色せしめ，縁のフィルターを使用して

日立光電比色計により比色測定した．STS排泄量

は，1000ccに稀釈せる尿の10ccをとりClaus

Brun氏法24）25）26）によりN／1000ヨード液で滴

定定量した．STS排泄量もPSP排泄量との比較

のため％で示すこととし，15分値のSTS／PSP比

を計算した．

　血液残余窒素の測定はアツオトメトリーによる

方法81）に．よった．腎濃縮力試験はVolhardの方

法24）にならって行った．尿の蛋白，赤血球，円

柱は，その量に．応じ冊柵什＋±一に分つた．

実　験　成　績

　金沢市に．居住する健康入12例，高血圧，腎，

心，その他の疾患を有する本学第一内科入院及び

外来患者54例につき実施した血圧，血液残余窒

素，尿所見，浮腫の有無，腎濃縮力試血尿最高比

重，腎クリアランス試験，STS及びPSP排泄試

験，S↑S／PSP比の成績を表1，2に．示した．

　1．健康人成績

　健康入12例に．つき求めた糸球体濾過値，腎血漿

流量，腎血流量，濾過率，STS及びPSP排泄試

験の成績（表1）より，これが正規分布をなすと

仮定して，その母集団平均値の信頼限界，標本値

の棄却限界を危険率5％に．おいて求めると表3の

如くである．　　　　　　　　　，

　2．疾患別成績

　健康人，高血圧症，腎炎，尿毒症，心不全，甲

状腺機能充進症につき，STS及びPSP排泄試験

15分値，STS／PSP比を総括図示すれば，図1，2，

3の如くである．

　a）高血圧症

　高血圧症15例については，GFR，　RPFは夫々5

例及び4例に低下をみ，FFは上昇せるもの7例

を認あた．STS・PSP排泄試験：15分値についても

同様低下を来たせるもの夫々6例及び8例を認め

く
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表3　健康入腎機能検査成績総括　（危険率5％）

GFR　cc／min

RPF　cc／min

RBF　cc／min
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32．6
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56．2
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82．0

0．441

母集団平均値
信　頼　限　界

下　限

101．7
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828
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15．0
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た．なおPSP排泄試験15分値に．おいては正常値以上

を示せるもの1例をみた．STS／PSP比は上昇せるも

の7例，低下せるもの1例を認めた．

　b）腎　　炎

　急性腎炎2例，慢性腎炎16例，計18例については，

GFR，　RPFは夫々10例及び6例に．軽度乃至高度の低下

をみ，FFについては2例低下を示しているが，正常

範囲内を示せる例でも正常平均値以下のものが多かっ

た．

STS・PSP排泄試験15分値も同様夫’々11例及び5例に

軽度乃至高度の低下をみた．STS／PSP比は7例に低

下をみたが，正常範囲内を示せる例でも大部分は正常

平均値以下であった．

　c）尿毒症
　尿毒症4例は何れも残余窒素69．Omg／dl以上で尿

所見も多く，慢性腎炎末期の尿毒症及びその前駆症状

と認められるものである．GFR，　RPF何れも著明に．減

少し，FFは2例に，上昇を認めた．　STS・PSP排泄試験

15分値は何れも著明に減少し，STS／PSP比もFFと

同様2例に上昇を認めた．

　d）心不全
　何れも浮腫があり，心不全の症状を認めた5例につ

き観察した．GFR，　RPFは夫々3例及び全例に減少

し，FFは3例に上昇を示した，　STS・PSP排泄試験

15分値は何れも4例に低下をみた．STS／PSP比は4

例に上昇を示している．

　e）その他の疾患

　エリテマトーデス2例中1例は，GFR，　RPF，　STS・

PSP排泄試験15分値は正常値を示したが，他の1例

においては，何れも低下を示していた．FF及びSTS／

PSP比は2例共何れも低下を示した．

　粘液水腫1例は，基礎代謝率一28．0％で，GFR，

RPF，及びSTS・PSP排泄試験15分値は何れも低下を

示したが，FF，　STS／PSP比は正常であった．

　甲状腺機能冗進症の9例は，基礎代謝率＋25．9～

82．0％であった．GFR，　RPFは夫々6例及び1例に

上昇を認め，FFは4例に上昇を認めたが，　STS・PSP

排泄試験15分値，STS／PSP比は何れも1例のみ正常

値以上を示している．

　以上，GFR，　RPF，　FFの上昇する疾患にあっては，

夫々STS・PSP排泄試験15分値，　STS／PSP比の上昇

を，又低下せる疾患にあっては同様低下をみるが，各

個入についてはその程度軽度なる場合一致せざる例も

みられる．

　3．STS・PSP排泄試験と腎クリアランス試験その他

　　の検査成績との関係

　表1，2に示した66例よりSTS排泄試験15分値と

GFR，　RPFとの間の相関係数を求めると夫々十〇・94，

十〇．62であった．又GFRとの関係は図4に示した．

更に．PSP排泄試験15分値とGFR，　RPFとの間の相

関係数は，夫々十〇．83，十〇．89であり，RPFとの

関係を図示すれば図5の如くである．STS／PSP比と

FFとの間の関係を図示すれば図6の如くであり，そ

の相関係数は十〇．88である．又GFRとRPFとの

間の相関係数は＋0．88であり，STS排泄試験15分

値とPSP排泄試験15分値との関係は図7に示す通り

であり，その間の相関係数は十〇．89であった．

　血液残余窒素を測定し得た47例につきSTS・PSP排

図4　STS排泄試験15分値とGFR
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図5　PSP排泄試験15分値とRPF
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泄試験15分値との間の関係は図8，9に示した，

　又腎濃縮力試験をし得た27例に．つき尿最高比重と

STS・PSP排泄試験15分値との間の相関係数は夫々

＋・0．61，十〇．70であった．これを図示すれば図10，

11の通りである．

考 按

　日本人の腎クリアランスに．ついては，金子82）のSTS

．及びPAHクリアランスによる値は，　GFR，男子平均

100．3cc／min，女子平均94．6cc／min，　RPF，男子平均

469．5cc／min，女子平均432．6cc／min，　RBF，男子平均

892．8cc／min，女子平均778．2cc／min，　FF，男子平均

0．216，女子平均0．218である．大島83）は，GFR全

平均108．14cc／min，　RPF全平均507．7cc／min，とし

ている．余の成績は，GFR全平均110．7cc／min，　RPF

全平均522．Occ／min，　RBF全平均919．3cc／min，　FF

全平均0．214にして，第1編に述べた20歳代群に．近

き値を示しており，又大島の値とほぼ一致する成績で

ある．Goldring　and　Chasis　s4）のイヌリン及びダイ

オドラスト・クリアランスによる値は，GFR，男子平

均131cc／min，女子平均117cc／min，　RPF，男子平均

697cc／m1n，女子平均594cc／min，　FF，男子平均0．19，
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図8　STS排泄試験i5分値と血液残余窒素
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50％

女子平均0．20としている．これらの値は標準体表

面積を1・73m2としての値であり，1．48m2に換算す

れば，GFR，男子112cc／min，女子100cc／min，　RPF，

男子697cc／min，女子508cc／mi血となり，余の成績

とやや異った値を示しているが，使用薬剤，実験対照

の相違によると思われる．

　PSP排泄試験の日本人正常値については，渡辺等

85）は1時間値50～70％平均63％，2時間値55～80

％平均69％と報告し，三輪等86）は15分29～50％平

均36％，30分40～69％平均54％，60分56～80％

平均60％，120分65～89％平均76％と報告してい

る．Rowntree　and　Geraphty　7s）79）は，1時間値40～

70％，2時間値60～85％といい，Chapman　and

Halsted　80）は，15分20～51％平均36％，30分平均

54％，60分平均67％，120分64～84％平均73％と

報告している．余の成績は，15分平均37・5％，30分

平均．56．2％，60分平均72・0％，120分平均82．0％に
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して，諸家の成績に比しやや高値を示した．

　STS排泄試験に．ついては，1922年既に．　Nyiri　87）88）

に．より腎機能検査法として報告されており，健康人の

排泄量は注射1時間後に大部分排泄され，次の1時聞

にはなお少量，第3時間目には痕跡程度しか排泄され

ず，合計25～40％の排泄量としている．他は体内で酸

化され硫酸ソーダとなり，残りがSTSとして尿中排

泄をみるのである87）．’余の2時間の成績は，平均値

32．6％，5％危険率に．おける信頼限界は，23．3～41．9

％にしてNyifiの成績にやや一致せるものである．

　STS・PSP排泄試験と腎クリアランス試験その他の

検査成績との関係に．ついては，PSP排泄試験15分値

は，GFRよりRPFとの相関高度であり，東条等89）

も相関係数十〇．93とし，相関最も高度と述べている．

即ちPSP排泄試験は，　RPFの変動によく反映するも

のと考えられ，腎血行動態を窺知し得るものというべ

きである．Smith　2）に．よれば，　PSPは糸球体より6

％，尿細管より94％排泄されるとしており，PAHと

類似する腎排泄機序を有することよりうなずけるもの

と思われる．

　一方，STS排泄試験15分値と腎クリアランス試験

との関係において，RPF正常でもSTS排泄試験i5分

値の低下せる例可成り多くみられ，又STS排泄試験

15分値は，RPFよりGFRと相関高度である．即ち，

STS排泄試験は糸球体機能を窺知し得るものとして

価値があると考えられる．STSは糸球体のみより排

泄され，細尿管に．て再吸収，排泄なきことよりして当

然のことと思われる．

　因みにGFR／STS排泄試験15分値の平均値は7．89

に．して，STS排泄試験15分値を7．89倍すればGFR

を推測し得る．又RPF／PSP排泄試験15分値の平均値

は15．6にして，PSP排泄試験15分値をi5．6倍すれば

RPFを推測し得る，　RPF！PSP排泄試験15分値につい

では，三輪等go）の成績15．79とやや一致せる成績で

ある．

　STS排泄試験15分値はGFRと，　PSP排泄試験15

分値はRPFと相関高度とせば，　FFとこれに相当す

るSTS／PSP比なるものとの相関高度となることは充

分に．考えられる．即ちSTS／PSP比．よりF：Fを窺知

出来るものと考えられる．

　GFRとRPFとの間の相関につき金子82）はその係

数＋0．84と述べており，余の成績は十〇．88であっ

た．同様にSTS排泄試験15分値とPSP排泄試験15

分値との間の相関係数は＋0．89であり，両者の関係

の類似ぜることを示す．

　Fischberg　91）によれば，腎濃縮力試験は尿細管の試

験であり，濃縮不全は，細尿管上皮の損傷と機能を営

んでいるネフロンの数の減少により，残余細尿管の能

力以上の糸球体濾液に直面するためであるとしてい

る．品濃1縮力試験がSTS排泄試験15分値よりP§P排

泄試験15分値との相関高度なのは，PSPの尿細管上皮

より主として排泄されることからもうなずける．PSP

排泄試験と腎濃縮力試験との優劣については，McGee

＆Martin　92）はPSP排泄試験の優れていることを報告

している．尿比重LO20以下を機能低下とせば，　PSP

排泄試験，腎濃縮力試験何れかの機能低下を認められ

た11例中，濃縮力の減退は5例，PSP排泄試験15分

値の低下せるものio例にみられ，　PSP排泄試験の方が

鋭敏なように思われる．しかしこれは比重の正常限界

のおき方にもよるので，直ちに優劣を判定しかねる，

　尿所見とは一定の関係を見出し得ない．

　血液残余窒素の上昇を示すのはGFRの持続的減少

に帰せられるが，STS・PSP排泄試験15分値の低下

に従い血液残余窒素は上昇傾向にあり，K：asanen　and

Kalliomaki　93）は，　PSP排泄試験2時間値10％以下に

低下せるとき血液残余窒素上昇を来たすとしている．

三輪等go）は15分値5％以下で上昇するというも余の成

績ではこの附近の症例少なく判断困難なるが，恐らく

三輪等のいう5％位であろう．STS排泄試験15分値に

ついては2％位と考えられる．

　疾患別に考察するならば，Corcoran，　Taylor　and

Page　94），　Earle　95）等により，高血圧症においては，先

ずRPF減少し，ためにFF上昇し，次いでGFR減

少すると述べているが，余の成績は，GFR，　RPFは夫

夫5例及び4例に低下を認めた．しかし，GFR減少

に比しRPFの減少多き故FFの上昇せるもの7例を

認めている．STS・PSP排泄試験15分値においても夫

夫6例，8例に減少を認め，STS／PSP比の上昇を来

せるもの7例を示している．FFの上昇は腎炎の低下

に対し本症の特徴と考えられ，SmithはVas　efferens

の収縮のためとした84）．STS／PSP比の上昇を来たす

のも同様の理由からであろう．

　腎炎においてはGFRは減少しRPFはGFRに平
行せず，従ってFFは低下すると述べている鋤95）．余

の成績もGFRの減少は可成りの例にみられFFは減

少傾向にあった．STS排泄試験15分値の低下は11例

で，その中PSP排泄試験15分値の低下を伴っていな

いもの6例を認め，STS／PSP比の低下を来たせるも

の7例を認め，FFの低下2例に．比し高率に思われる．

　尿毒症においては腎機能著明に低下するが，GFR，

RPFは平行して減少せず，　FFは上昇することもあ

る94）95）．余の例も同様であった．STS・PSP排泄試験
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は何れも極度に減少し，STS／PSP比はFF上昇例で

は上昇を，正常例では正常値を示して腎クリアランス

試験と全く平行している．

　心不全の際は，RPFの減少が現われ，次いでGFR

減少しFFは著明に上昇するとしている95）．余の例

も全例に艮PFの低下を認め，　FFの上昇3例を得た．

STS・PSP排泄試験15分値においては何れも4例に低

下を来たしたが，STS／PSP比はFF上昇例では全部

上昇を来たした．

　エリテマトーデスについては，Earle　95）は1例につ

き観察，GFR減少，　RPFは正常であったと述べてい

るが，武内，右川96）は腎濃…縮力低下を7例中4例，PSP

排泄障碍を7例中3例に認め，腎クリアランス試験を

行った6例では，GFR減少5例，　RPFは全例に減

少，FFは上昇3例，正常1例，低下2例と述べてい

る．余の例では1例はGFR，　RPF，　STS・PSP排泄試

験15分値何れも低下を来したが，他の1例は何れも正

常範囲内であった．FF，　STS／PSP比は2例共低下を

示していた．

　粘液水腫については，Corcoran　and　Page　59）は，

その2例につきGFR低下，　RPFは低い正常値を，

FFは従って低下を示せりと報告しているが，余の例

はGFR，　RPF何れも減少し，　FFには変化をみなか

った．Corcoran　and　Pageはこの変化は腎のVas

afferensの拡張或いは変縮に無関係と述べ，脳下垂体

の機能減退によるものとしている．STS・PSP排泄試

験15分値に．ついても同様減少を示し，STS／PSP比は

変化をみなかった．

　甲状腺機能蛭藻症については，Corcoran　and　Page

59）は，GFR正常，　RPFはやや高値を示したと述べ，

Aas　and　Blegen　60）も2例につきGFR，　RPF何れも

上昇を報告している．余の成績は3例の噛すべて

GFRの増加を認め，　RPFは1例の増加を示す他はす

べて正常範囲内であったが正常平均値以上を示すもの

が大部分であった，FFは4例に上昇をみた．　STS・

PSP排泄試験15分値は夫々1例に増加をみたのみで，

従ってSTS／PSP比は1例が上昇せるのみであった．

Holbφ1126）は甲状腺機能冗進症にあっては，物質の酸

化冗進ぜるためSTSの尿中排泄減少を来たすとして

いるが，余の成績において，GFRとSTS排泄試験

15分値と平行せざりしはこのためであろう．

　以上腎クリアランス試験に蝕し，PSP排泄試験に

STS排泄試験を併せ行えば，比較的簡単にGFR，　RPF，

FFを窺知出来得るものと考えられる．

岡

結 論

　金沢市に居住する健康人12例及び高血圧，腎，心，

その他の疾患を有する患者54例につき，血圧及び血液

残余窒素測定，腎濃縮力試験，腎クリアランス試験，

STS及びPSP排泄試験を実施して次の如き成績を得
た．

　1）腎クリアランス試験の健康入平均値として，

GFR　110．7cc／1nin，　RPF　522．Occ／min，　RBF　919，3cc／

min，　FF　O．214を得た．　STS排泄試験に．おいては，

15分16．5％，30分25．5％，60分30．8％，120分32．6

％を得，PSP排泄試験に．おいては，15分37．5％，

30分56・2％，60分72．0％，120分82．0％にして，

STS／PSP比は0．441であった．

　2）STS排泄試験15分値はGFRと高度の相関肉南

あり，このものより糸球体機能を窺知し得る．又PSP

排泄試験15分値はRPFと高度の相関々係あり，この

ものより腎血行動態を窺知し得る．STS／PSP比はFF

と高度の相関々係を有し，FFと同様腎炎，高血圧症

の診断に参考となる．

　3）PSP排泄試験15分値5％以下，　STS排泄試験

15分値2％以下で血液残余窒素上昇を来たすものと思

われる．

　4）腎濃縮力試験尿最高比重とPSP排泄試験15分

値との間では，腎濃縮力試験尿最：高比重とSTS排泄

試験15分値との間より相関高度であった．又PSP排

泄試験は腎濃縮力試験より鋭敏であった．

　5）高血圧症，腎炎，心不全においては，GFR，

RPFと同様STS・PSP排泄試験15分値は何れも低下

を来たした．高血圧症，心不全においては，FFと同

様STS／PSP比は上昇を，腎炎においては低下を来た

すを特徴とする．甲状腺機能充進症にあっては，GFR

の増加に比しSTS排泄試験15分値の増加は少なかっ

た．

　6）STS・PSP排泄試験は，比較的簡易な腎機能検

査法であって，腎クリアランス試験と近似の診断的意

義を有するものと考えられる．

稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜った恩師谷

野教授に深謝致します．なお種々御助言を賜った当教室三辺助教

授に感謝致します．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　In　this　study，　the　effects　of　season　and　age　on　renal　function，　as　its　physiological　changes，

were　investigated　by　means　of　renal　clearances，　and　further，　sodium　thiosulphate　and　phe－

nolsulphonephthalein　excretion　tests　were　compared　with　renal　clearances．　’

　　Thiosulphate　clearance　was　applied　to　determine　GFR　and　PAH　clearance　was　applied　to

determine　RPF．

　　Thirty－four　liorfnal　male　and　female　adults　who　have　no　hypertension　and　renal　disease

were　selected　as　the　sublects　of　this　experiment．　To　study　the　seasonal　change，　the　renal

clearances　were　deteエmined㎝the　same　subject　in　spring，　summer，　autumn　and　winter，　succes－

sively．　GFR，　RPF，　RBF，　blood－pressure　and　hematocrit　were　found　high　in　winter　and　low

in　summer．　No　signi丘cant　seasonal　change　was　found　in　FF．　　　　　　　　　　　、

　　The　change　of　renal　function　in　relation　to　age　was　studied　on　106　normal　subjects，　who

were　divided　into　5　groups　according　to　decades　of　age（22～71）．　With　increasing　age，　there

was’aprogressive　di血inution　in　GFR，　RPPand　RBF．　With　increasing　age，　there　was　a　rising．

tendency　in　FF，　although　signi丘ca血t　correlation　was　not　demonstrated・N◎signi五cant　sex
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、



                                    as li V7 17 >,X 307

differences were found in GFR, RPF and RBF, although in all decades there were higher

values of all three functions in men than in women.

  Further, sodium thiosulphate and phenolsulphonephthalein excretion tests and renal clear-

ances were applied to 12 normal subjects and 54 cases with hypertension, renal, cardiac or

other diseases. A highly significant positive correlation was found between GFR and the

15-minute sodium thiosulphate output, by which the function of the glomerulus can be de-

tected. A highly significant positive correlation was found between RPF and the 15-minute

phenolsulphonephthalein output, by which the renal hemodynamics can be detected. There

was a highly significant positive correlation between the ratio of the 15-minute sodium

thiosulphate output to the 15-minute phenolsulphonephthalein output and FF, therefore this

ratio is, like FF, suggestive in the diagnosis of nephritis and hypertension. In hypertension,

nephritis and heart failure, both the 15-minute sodium thiosulphate output and the 15-

minute phenolsulphonephthalein output were found low, in the same way as GFR and RPF.

The ratio of the 15-minute sodium thiosulphate output to the 15-minute phenolsuphone-･

phthalein output was found high in hypertension and heart failure and low in nephritis, in

the same way as FF.
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